ぐに その 一 つ 一 つが 白い 紙に なって、 その 紙 には子 供 

たちのな により よろこぶ 子供のお 唄が 書いて あるので、 

イギリスの 子供た ちのお 母さんが たは これ を 子供た ち 

にいつ も 読んで きかして くだす つたの だそう です。 い 

まで もそう だろうと 思います。 それで そのお 話 をお 母 

さんから うかがったり、 そのお 唄 を 夢の ようにうた つ 

ていた だいたり する イギリスの 子供た ち は、 どんなに 

きん 

あの 金の 卵 をう むが ちょうや、 マザァ • グ ウスのお ば 

あさん をした わしく 思う かわか リ ません。 

です が、 ほんとう をい えば、 その マ ザ ァ\グ ウス は 

やはり わたくしたちと 同じ この 世界に 住んで いた 人で 



二つ ふえして い つかしら 一 冊の 御 本に まとまる ように 

な つたので しょう。 

そのおば あさんの 養子に トォ マス • フリ イトと いう 

人が ありました。 この 人 は 印刷屋さん でした。 で、 そ 

のお 母さんが 自分の 息子の ためにうた つ てくだす つた、 

そうした ありがた いお 唄 を 刷って、 自分の 息子ば かり 

でな く、 ほかの たくさんの 子供た ち を よろこば してや 

リ たいと 思った のでした。 それで この マ ザァ. グ ウス 

の 童謡の 御 本が はじめて 刷られて、 ひろく 世間に よま 

れ るよう になり ました。 それ は 西洋 暦の 千 七 百 十九 年 

という 年で、 時の イギリスの 王 さま はジョ ウジ 一世と 



それからが ちょうの めすと おす 

なかよし こよし であ そんで る。 

いつもい つ しょに 餌 をた ベ て、 

ガァ ガァ、 お 池に およいで る。 

ある 朝、 ジャックが いってみ り や、 

(ほんに 話に よくき いた) 

金の 卵が あります る。 

うんでくれ たはめ すがち よう。 



杖で ジャック をち よいと 打ち や、 

道化の * ハ ァレ クインに はやがわり。 

つづいて、 おばあさんが 杖 あげて、 

きれいな おじょうさん をち よいと 打ち や 

すぐに その子 もはやが ゎリ、 

それ こそ かわいい コ ラン バイン。 

金の 卵 は 海の 中、 

どさくさ まぎれに ほうられる。 

だけど、 ジャックが とびこんで、 



* ハァレ クイン。 道化 芝居の 男役です。 

** コ ラン バイン。 これ は 女 役です。 



まざ あ . ぐうす 



「だ ァれ がしる す、 戒名 をし るす」 

「そ ォれ はわた しょ」 ひばりが そういった。 

「あかるいならば、 くれないならば、 

わたしが しる そ、 戒名 をし る そ」 

ともら い 

「だ ァれ がた つか、 お 葬式に たつ か」 

「そ ォれ はわた しょ」 おはと がそう いった。 

と +P ら 

「葬って やろ よ、 かわい そな もの を、 

わたしが たとう よ、 お 葬式に たとう よ」 



「だ ァれが ほる か、 お 墓の 穴 を」 

「そ ォれ はわた しょ」 ふくろが そういった。 

「わたしの 鏝で、 ちいさな 鏝で、 

わたしが ほろ よ、 お 墓の 穴 を」 

ぼう 

「だ ァれ がなる ぞ、 お坊さんになる ぞ」 

「そ ォれ はわた しょ」 白 嘴 がらすが そういった 

きょ う ほん ， J ほん 

「経 本 もって、 小 本 を もって、 

わたしが なろ ぞ、 お坊さん になろ ぞ」 

「だ ァれ がなら す、 お 鐘 をなら す」 



水，， 車 場が よいの 小 荷駄う ま、 

てく ると き や、 じっとた つち やい なかった 

お、 p-fi- び 

拇指ち よんぎ つ たうし， j ろし、 

けがした そのと き や、 血 を だした。 

ォ とも 

かけつ こして ゆく お 供 さん、 

はやが け するとき や、 かけあし だ。 

おくつ そそく るく つなおし、 



六ぺ ンスの 歌 

うたえう たえ、 六 ペン スの歌 を 

衣囊 にや > J ほうびの 麦が ある。 

にじゅう しひき 

一 一十 四 匹の 黒つ ぐみ、 

ほう 

焙じ こまれて、 パイの 中。 

パイが はがれた そのと きに、 

すぐに 小鳥が うたいだ す。 

もともと 王 さまに そなえます 



風が ふきや 

風が ふきや、 

ま ォり ま，. 19 

粉 ひき 車よ。 

風が やみや、 

と まり ま，^ 

粉 ひき 車 さ。 



コ オル 老王 

お年寄りの コ オル 王 は 愉快な お 爺、 

愉快な お 爺、 

さか 寸 き 

すぐに パイプめ して、 お 酒杯め してね、 

こきゅう 

そして 胡弓 ひき を 三人 ほどお めしで。 

どれの 胡弓 ひき もよ い 胡弓 もちで よ、 

中で 一 番なは 王 さまの 胡弓よ、 

ッ ウイ . ッ ウイ ズル . ディ、 ッ ウイ ズル • ディ 



^！匕 壇 こぶ.. こ 



お 庭の 花壇に ぶたが でた。 

それい つてと つ つかめ。 

小麦の 畑 にう しがき た。 

はしれ、 はしれ、 男の子。 

ク リイ ム のおな ベ にね こがいる 

はしれ、 はしれ、 女の子。 

山火事 だ。 



セント • クレメンツの 鐘 



のぼれ いそいそ、 またお りなされ、 

鐘 は ロンドン、 つけば 数 ござる。 

「オレンジに レモン」 

セント • クレメンツの 鐘が なる。 

まと まと 

「標的と、 標的の 星」 

セント. マァガ レッツの 鐘が なる。 



「煉瓦に 瓦」 

セント • ギルスの 鐘が なる。 

ハァフ 

「 半 ぺ ンスに * ファ シン グ」 

セント. マ アルチ ンスの 鐘が なる。 

「パン 菓子に おせんべ い」 

セント • ピ イタ ァスの 鐘が なる。 

「二 本の 枝、 一 つのりん ご」 



ホワイト . チャペルの 鐘が なる。 

「灰 かき、 火ば し」 

セント • ジョン スの 鐘が なる。 

「湯 わかし、 おなべ」 

セント • アンヌ スの 鐘が なる。 

「バル ドぺ エト じいさんよう」 

オルト ゲ エドの のろい 鐘。 



「おれん しった こっかい」 と 

ボウの 大きな 鐘の 声。 

さあき た、 手燭が お 床へ おまえ をて らしに きた。 

さあき た、 首切り 役人が おまえの そつ 首ち よんぎ リに 

* ファ シン グはー ペン ニイの 四 分の 一。 



おうまの リ 

レディの うまのり や、 

レディの うまの りやこん な もんよ、 はい。 

ッ リイ、 ッレ、 ッ レエ。 ッリ、 ッレ、 ッ レエ 

ゼン ツル マンの うまのり や、 

ガロ ップ. ェ. ッ ロット。 



ガロ ップ. ェ. ッ ロット。 

ゼン ツル マンのう まの りやこん な もんだ、 ほい。 

ガロ ップ. ェ ，ッ ロット、 ガロ ップ. ェ • ッ ロット 

おひやく しょうの うまのり や、 

ホップ ルディ • ホイ、 

ホップ ルディ • ホイ。 

おひやく しょうどん のうまの リゃ こんな もんじ や、 は 

あ。 

ホップ ルディ • ホイ、 ホップ ルディ • ホイ。 



そこで、 八 人に なりました。 

八 人よ、 くろんぼの 子供が 八 人よ。 

い つ しょに * デボン を 旅して て、 

ひとりが とちゅうで とどま つ た。 

しち にん 

そこで、 七 人に なりました。 

七 人よ、 くろんぼの 子供が 七 人よ。 

木 ぎれ きりに とみない つ て、 

ひとりが まふたつに 腹き つた。 

そこで、 六 人に なりました。 



かんかん 日 だまり ィ すわりこみ、 



そこで、 ひとりに なりました。 



ひィ とりよ、 くろんぼの 子供が ひィ とりよ。 

いよいよ、 たった ひィ とりよ、 

その子が お 嫁と りに でて いった。 

そこで、 だ ァれも なくなった。 



* デボン は イギリスの 西南 部の 一 県で、 デボン シ 

ィル のこと です。 



お 面 もち 



グレゴ リイ . グリッグスさん は、 

グレゴ リイ • グリッグスさん は、 

一 一十と 七つのお 面 もちで おじ や つ て、 

とっかえ、 ひっかえ、 ひっかえ、 とっかえ、 

まち 

街 じゅう を やん やとわら わせる。 

東へ いっち やひつ かぶり、 

西へ いっち やひつ かぶり、 

それでも、 どの 面が いちばん おすき か、 



句 人 何び き 何ぶ くろ 

セント. イブへ とわし がお まいり するとき に、 

しち にん 

わしが あった は 男 ひとりに おかみ さんが 七 人、 

その どのお かみさん もふくろ を 七つ、 

その どの ふくろに もね こめが 七つ、 

その どのね こに もこね こが 七つ。 

セント • イブへ とおまい りする のが、 

なんにんなん 

さてさて、 句 人 何び き^ぶ くろ。 



、1+° う う おう うお う 

ぎ う う おう うお う 

おまえさん どこの いぬ、 

わたし や ティン カァ さんの いぬです よ 

ぎ う う おう うおう D 



さんぴ やく や 

三百 屋 

さん びゃくや 

トム ミィ. ッ ロットさん、 三百 屋、 

ベ ッドを 売って、 

わらの 上へ ごろり よ。 

その わら 売って、 

草の 上へ ごろり よ。 

そしてお かみさんに 姿見 鏡 一 つ 買うて くりょ 



いくさ 

、、ゝ *LC 、 二、 

$ 力な レ と 

王 さまのお 国 やうせ る。 

かなぐ つ 

おうまの 蹄鉄が へ つたせ いでよ。 



気軽な 粉屋 

気軽な 粉屋が 

かわ 

、ディ 河に) j ざる。 

朝から 晚 まで 

はたらい ちゃうた う 

ふざけてば つかり、 

一 つ ことば かリ、 

おきまり 文句で 

一 つ ことば かり。 



なんきん 

すっとんきょうな 南京さん 

なん キ. I ん さん 

すっとんきょうな 南京さん がお 三 かた ござった 

それ は 皆 さまと くより 御 承知 だ。 

き やっき やさ わいで 獵 にと でかけた。 

あんそくび 

しかも、 めっそう もない、 安息日に で ござる。 

永の いちん ち、 獵 をして まわ リ、 

これと いう もの 根っから 葉つ からみつからない 

ほ 

一 つみつ けた は 帆 かけた 船よ。 



それが 追風に しゅ つし ゆつ と はしった。 

「あれ は 船 だ」 と 一番 さきの がいいだ した。 

「なんの、 うそ だ」 と 二番目の が うちけした。 

うち 

「あれ は 家 さ」 と 三番 目の がいいの けた。 —— - 

「こわれ 煙突まで とつ つい てるじ やない かいな」 

なが ひとばん かリ 

永の 一 晚獵 をして まわり、 

これと いう もの 根っから 葉つ からみつからない。 

一 つみつ けた はおす ベリ 屋 のお 月さん だ、 

それが ふかれて つるつる とすべ つた。 



「あれ はお 月さん だ」 と 一番 さきの がいいだ した。 

「なんの、 うそ だ」 と 二番目の が うちけした。 

「あれ は チイ ズさ」 と 三番 目の がいいの けた。 II 

二 一 つわりに した その 半分き リ さね」 

またもい ちんち 猫 をして まわり、 

これと いう もの 根っから 葉つ からみつからない。 

一 つみつ けた は 木い ちご やぶの はりねずみ。 

それ をう しろに とおりすぎて しまう。 



「なんの、 うそ だ」 と 二番目の が うちけした。 

「あれ はこうし さ」 と 三番 目の がいいの けた。 I 

「あいつ、 めうしに おきざりされ たやつ だんね」 

またもい ちんち、 獵 をして まわ リ、 

これと いう もの 根っから 葉つ からみつからない。 

うろぎ ふんべ つがお 

みた は 洞 木の 分別 顔の ふくろうよ。 

それ をう しろに また い つ てし ま つ た。 

「あれ はふく ろう だ」 と 一番 さきの がいいだ した 

「なんの、 うそ だ」 と 二番目の が うちけした。 



あの 丘の ふもとに 



あの 丘の ふもとに 

おばあさんが ござった。 

もしも 去なん だら 

まだ CE んで， > ざろ。 



気ち がい 家族 



気ち がいの 御 亭主に、 

気ち がいのお かみさん、 

気ち がい 小路に 住んで、 

三 つ 児 を うんで、 

ど の 児 もど の 児 も 気が ち) J た 

お父さんが 気ち がい、 

お母さんが 気ち がい、 

みんな 子供が 気ち がい。 



ちっちゃな だんな さま 

あたいの ちっちゃな だんな さま、 

お、 pi- び 

拇指より かも まだち さい。 

こまめのお つぼに ちょいと いれて、 

どんが どんが はやして せりあげよ。 

ちっちゃ なお うま も 買う て あぎ よ 。 

そして、 とつと とかけ さして、 

たづな とらせて、 くらおいて、 



さあ さ、 ねり だ そ、 町の 外。 

、 ). 

かわいい くっした 結くなら 

かなぐ 

それに はち つち やなと め 金具、 

ち つち やなお 鼻 を ふきやる に は 

かわいい ちっちゃな ハンカチ フ。 



いぬ はぼう おう 

いぬ はぼう おう、 

ねこ はみ ゆうみ ゆう、 

おぶ たはぐ るん ぐるん、 

ねずみ はすけ えく。 

5 くプっ +0 つう、 やつ 

力ら す は 力う 力う 

めが も はくわ つくく わ つく、 



きれいずきの、 世帯 もちの、 しまりやのお かみさん 

だ。 

ひとりでに ころげる までう つち やつち やつ て かまわな 

ヽ o 

レ 

ほんと にし まるなら、 それ こそた のむ よ。 



即昏七 

筏.^ ネ 

、o う ん 、o 、つ 人 プカ う 、ん A つ ，力 

はえが くまん ばちに お 嫁い り、 

いよいよ 教会へ いき やして、 首尾よく 御 祝儀 あいすん 

だ。 

はえと くまん ばちの 御 婚礼。 



ばば ァ牛 



黒白 まだら の 御面相 は、 

チヤ ァ レエ . ヮァ レエの 女郎 牛 だ。 

その 木戸 あけね え か、 おとお リじ や。 

チヤ ァ レエ • ヮァ レエのば ばァ 牛。 



「これ、 これ、 こいきな おむ すめ ご、 

おまえの お父さん はなに なさる」 

「わたしの お父さん はお ひゃくしょうよ」 

「これ、 これ、 こいきな おむ すめ ご、 

お... こ A ら 

おまえさんに 財産 ありまし よね」 

ごき リ よう おたから 

「いえ、 いえ、 御 器量が 財産よ」 

「これ、 これ、 こいきな おむ すめ ご、 

そんなら お嫁さんに やちと こまる」 

「いらぬお せわで ござります」 



数学 



掛け算 はしち めんどう 

割り算 は k 業、 

比例 は 人な かせ、 

応用問題 気が ちがう。 



夏が もう じきまい ります- 



ソロモン . グ ラン、 一 アイ 

ソロモン • グランディ は、 

月曜日に うまれて、 

火曜日に 洗礼う け、 

水曜日に 嫁と つたが、 

木曜日に は 病気に なり、 

金曜日に ずん と 重って、 

土曜日に おつ 死ぬ ちゅうと、 

日曜日に は うめられた。 



ソロモン . グランディの 御 一 代。 

そこでお しまい、 ちゃ ァん ちゃん 



まして 叔父 様の るすのう ち」 

ねずみの 叔父 御が もどられて、 

ねずみの 叔父 御が もどられて、 

「だれかみ えた ぞ、 るすのう ち」 

「 い やな 殿御が) y ざんした、 

とのご 

いやな 殿御が ござんした、 

叔父 様のお るすに ござんした」 

そこでな きな き、 かえる どの、 



ジャック • ス プラットと 



ジャック • ス プラット とその 鳴 さ 

じい さはた ベ て もやせ こけ だ、 

い じ * きた 

ばば さは ふとつ て も 意地 汚 だ。 

ふたりの 間中 を、 ちょと ごらん、 

お 皿 はすべ すべな めて ある。 



(注) あちらで は、 つむじまがり のこと を 背骨 ま 

がりと 申します。 



北 屈、^ けば 

北風 ふけば、 

雪が ふろ、 

かわい そな Y まどり はどうす るぞ 

かわい そな ものね。 

なァか かリ むき 

お倉の 中 の 刈 麦に、 

もゥ ぐり こゥ ぐり、 ぬく もろ ぞ、 

ラウら 

お 羽根の 裏 に 首 まげて。 



めくら 鬼 

めくら 鬼、 めくら 鬼、 

めん 眼が みえない ごぞんじ か、 

くるくる 三 遍まァ わ つ て、 

わたし をつ かめて ごらんな ね、 

J ォ ろぶな， j ろぶな、 

だれでもい いからと つ つかめ。 

わたし はこつ ち だよ、 とっつかま えたと おおもい か 

しよ-つし しょ-つし 

笑止 笑止、 めくら 鬼。 



みんなして 森へ 

(五 つ の 指の さき を つ ついて うたう) 



J のぶた 申す。 みんなして 森へ。 

J のぶた 申す。 なにし に 森へ。 

J のぶた 申す。 お母さん にあいに。 

J のぶた 申す。 そして そして どうす るの。 

J のぶた 申す。 かじりついて キッスし よ、 キッス 



五 

しょ。 



このぶ た、 ちびすけ 

(おなじく) 

一 このぶ た、 ちびすけ、 

二 このぶ た、 ちびすけ、 

三 このぶ た、 ちびすけ、 

四 このぶ た、 ちびすけ、 

五 このぶ た、 ちびすけ、 

うち 

いっしょにお 家へ、 



巿場 へまい つた。 

お 留守番で ござる。 

牛肉 あぶった。 

なァん にも もた なんだ 

ういう いうい。 

よいと こらしよ。 



おくつ を はかしょ 

(五 つ の 足 を つ つきながら うたう) 

一 おくつ を はかしょ、 こうまに はかしょ。 

二 めう まに はかしょ。 

せな 

三 ふくろ を 背に のしよ。 

四 しょった か、 みよよ。 

五 しょったら、 麦よ。 

しょわ なきや、 脳み そぶ つつ ゥ ぶしょ 



ぁァ がった、 あがった 



甲 ぁァ がった、 あがった、 はしご 段 を 二つ ■ 

乙 ちょうど、 わたしの とおりよ。 

甲 ぁァ がった、 あがった、 はしご 段 を 四つ- 

乙 ちょうど、 わたしの とおりよ。 

甲 おへ やへ はいった。 

乙 ちょうど、 わたしの とおりよ。 

そ才 と 

甲 お 窓の 外 をな ァが めた。 



顔 あそび 

との おちゃく ざ 

殿 さま、 御着 座。 (額) 

ふたりの 御 家来。 (両方の 眼) 

おんどり。 (右の ほお) 

めんどり。 (左の ほお) 

いそいで 御 入来。 (口) 

チン チヨ ツバ ァ、 チン チヨ ツバ ァ。 

チン チヨ ツバ ァ、 チン。 (あご をな でる) 



この ベル 

このべ ル ならした。 

(髪の毛 を 一 つまみ、 ひっぱる) 

この ドアた たいた。 

(額 をた たく) 

じょ ラ 

この 錠 はずした。 

(鼻 をつ まみ あげる) 

さあ、 さあ、 はいり ましよ。 

(口 を あいて 指 を 中へ つ つ こむ) 



(注) 一本 足 は 牛の 骨、 二 本 足 は 人間、 三本足 は 

腰かけ、 四 本 足 は 犬。 



おしまい 



よぼよぼ 力ら すか 

一 羽 地に とまった。 

そ ァ J でお 謡 もちやん ちゃんだ。 



巻末に 

しせい 

「マ ザァ. グ ウス」 の 童謡 は巿 井の 童謡で ある。 純粋 

な 芸術家の 手に なった ので はなかろう。 しかし、 それ 

だからと いつ て 一 概に平 俗 野卑 だとい うわけ に は ゆか 

ない。 日本の 在来の 童謡、 すなわち 私たちが 子供のと 

きにいつ も 手拍子 をた たいて はうた つた かの 童謡 はや 

はリ 民衆 それ 自身の ものであった。 だれの なにがしと 

いう 有名な 詩人の 手に なった ので はない。 自然に わき 

あがって きた 民族と しての 子洪の 声であった。 その 中 



に はむ ろん 平 俗な の もあった、 いかがわしい 猥雑な お 

となの もの もあった。 しかし ほんとうの 子供の 声 は そ 

の 中に あった。 すぐれて 光って いた。 これ を 思わな く 

きか や 

て はならない。 本来の 民謡なる もの は、 野 山の 木萱の 

そよ ぎ そのものから おのず とわきで たもので ある。 は 

じめ はだれ が 歌った となく 歌 いだされ て、 つぎつ ぎ に 

歌い 伝えられて、 歌いな おされて、 ほんとうに 洗練 さ 

れ たいい ものば かりが 永く 残る ことにな つたので ある。 

で、 その 長い 民族精神の 伝統と いう ことにつ いて 充分 

に 尊重し なければ ならない。 この 意味で 日本 在来の 童 

謡 は 日本の 童謡の 本源で あり 本流で ある。 「マ ザァ. 



れば 忘れられる だけ、 ほんとうの 民謡と して 光 ある も 

ので あるの だ。 

今日 「マ ザ ァ.グ ウス」 の 童謡と して 伝えられ てい 

る もののう ち、 グ ウス 夫人の 作が むろん すべてで ある 

と は 思えぬ。 いろいろ 作者未詳の もの、 子供 そのもの 

の 声が 混入して いるに ちがいない。 グ ウス 夫人の 名す 

らも 英国 その他の 英語 本位の 国々 では 忘れられて、 子 

供た ちはい わ ゆるお 母さんが ちょうの 謡 だと 思って い 

る。 読まれる という ことよりも 歌い はやされて いる。 

すなわち イギリス 民族 そのものの 童謡と なって いる。 

この 民衆 そのものの 歌謡 を 決して 侮って はならない。 



ふうし 

ことに その 快活、 その 機智、 その 鋭い 諷刺、 無 邪、 

かいぎゃく 

諧謔、 豊潤な 想像、 それらの たぐいまれな 種々 相に は 

さすがに 異常な 特殊の 光が 満ちて いる。 むろん、 これ 

らの 中には 純粋な 芸術 上の 立場から 見る と、 多少の 玉 

石 混淆 は 免れぬ。 しかし これ は 民謡と しての 紹介に は 

しかたのない ものである。 だから 芸術品と して 見ても 

ずいぶん いいと 思う ものが ある 代わり、 ずっと 品位の 

落ちた の も少々 は ある。 それにして もどう にも 棄 てる 

に は 惜しい なんらかの 鋭 さが 蔵され ている。 で、 私 は 

拾った。 ただ 無批判に 手当たり次第に 訳した ので はな 

い。 これでな いと 「マ ザァ. グ ウス」 の 大体が はっき 



りしない からで ある。 子供と いう もの はそう ビ クビク 

して 教育し なく ともよい。 私 は 子供の 歙智を 信じて い 

る。 

私 はまた これらの Nursery Rhymes を 訳しながら、 

洋の東西を問わず 子供の 感情な い し 感覚 生活と いう こ 

とに つ いて は ほとんど おんな じだと いう ことに 驚かさ 

れた。 この 中の 「てんとうむし」 の ごとき は 全然 日本 

の 「からす からす」 の 童謡と そっくり ではない か。 幾 

つかの 「でで むし」 の 謡の ごとき、 また ほとんど 同じ 

ではない か。 

ただ、 彼に おいて はき わめて 都会 的な 軽快 味と その 



縦横 無碍の 機智と に ずばぬけ ている 代わり、 日本の 子 

守 唄の ような ほんと にしみ じみと した あの人 情味に は 

欠けて いはしまい かと 思われる。 で、 私 は 日本 在来の 

民謡 やそうした 子守唄の ありがた さ を つくづくと 顧み 

た。 ただこ こで は 委細の 比較 は 読者に お任せす る。 

私が この 集に 訳出した の は 「マ ザァ. グ ウス」 の 童 

謡 を 主として、 なお 英米 児童の 間に 行なわれ ている 遊 

戯唄 ねんね こ 唄 その他の もの を 取り混ぜた。 

翻訳す るに 当たって は 四、 五 種の 童謡 集、 楽譜 等 を 

かれこれ 参照した。 同一 の 童謡で も いろいろ 歌いく ず 



は 少数の 手加減 を 入れた 例外が ある。 

それから、 ！Rain, rain go to Spain というよ うな 音韻 

上の 引っかけ ことばの もの は 訳しよう とする のが そ も 

そ もの 無理で あるから 訳しなかった。 「雨、 雨、 ス ペイ 

ンへ」 では 原 謡のお もしろ みがなくなる からで ある。 

日本で なら 「雨、 雨、 安房へ」 という ふうに あの 韻で 

掛けて ゆく ベ きもので ある。 

BE1P roaa. Black s^ieep というよ うなの も 困った。 

すべて B でい つてい るので あるが、 日本の 黒 羊の くに 

B は 掛からない。 かとい つて、 「くうくう 黒 羊」 でも 羊 

のな き 声 は 出ない。 「なけな け、 黒 羊」 では 意味 だけの 



ない。 たいがい 生かすべき 固有名詞 は 生かした。 

それから また、 日本語に なおす 場合に、 語法の 相違 

から、 動詞の 過去 を 現在 格に したり、 そのまま 直訳す 

るよりも、 かえって ピタと 本質的に その 意に 合う 日本 

語が ある 場合 は、 その 無意味な 直訳 は 避けた。 その 真 

精神に そむく ばかりでなく、 日本語と しても 生きない 

からで ある。 

それから、 正直に 「うまく 返事 をしての けた」 と 訳 

したで は、 かえ つ て その 本当の 面目が 出ない 場合 は 「う 

まく 返事 をしての きょか」 という ふうに したの も ある- 

それから また、 「二十 四 人の 仕立屋 がで でむし ころ 



しにい きました」 を 「二十 四 人の 仕立屋 がで でむし こ 

ろしに えっさつ さ」 とやった の も ある。 意 は 同じで も 

えっさつ さの ほうが 一列に、 活動 人形 そのまま になつ 

て、 足が さく さくと おなじに 動く からで ある。 

それから みだりがましくて ちょ つ と 困る の は 多少 気 

品 をよ くす るた めに 手加減した のが ある。 

で、 こういうの は 例外で ある けれども、 それ だから 

といって 充分 意識して やって いるので あるから、 詩 法 

を 知らぬ 語学者から 頭) J なしに 誤訳 呼ば ゎリ をされ た 

くない。 

ただ、 学力の 不足の ため か、 うっかりした ためにと 
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